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水泳三　浦　一　将小山田小学校
相撲嶋　�　洋　樹小山ヶ丘小学校
作文コンテスト木　田　詩　乃町田第一中学校

新聞コンクール
木　内　春　花

町田第二中学校
牧　野 彩 

テニス
近　藤　大　基

町田第三中学校 渡　邊　裕　之
硬式テニス部

柔道田　上 創 南大谷中学校

ハンドボール

中　村　光　代

南 中 学 校
加　藤　依　里
田　中　潤　好
文　野　浩　佑

女子ハンドボール部
新体操熊　谷　早　希鶴 川 中 学 校
水泳白　井　沙　菜薬 師 中 学 校
アイスホッケー�　田　健　吾真光寺中学校

地域の伝統芸能の継承

吉　野　直　弥

忠 生 中 学 校
佐　藤 咲 
小　山　未　紀
山　口　翔　太

水泳柴　田　達　志山 崎 中 学 校
陸上宮　崎　航　大小山田中学校

教
育
基
本
法
の
改
正
や
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
受
け
て
、
町
田
市
教
育
委

員
会
で
は
、
今
年
度
の
教
育
目
標
及
び
基
本
方
針
の
内
容
や
構
成
を
大
幅
に
改
訂
し
、再
構
築
を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導
体
制
の
充
実
と
と
も
に
市
民
協
働
の
学
校
づ
く
り
、
生
涯
学
習
の
環
境
整

備
な
ど
、
今
後
の
教
育
委
員
会
の
施
策
を
体
系
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。

　

町
田
市
教
育
委
員
会
は
、
子
ど

も
た
ち
が
知
性
と
感
性
を
は
ぐ
く

み
、
心
身
と
も
に
健
康
で
人
間
性

豊
か
に
成
長
し
、
互
い
の
人
格
を

尊
重
す
る
と
と
も
に
社
会
の
一
員

と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
地
域
に

か
か
わ
る
人
間
に
育
つ
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
だ
れ
も
が
生
涯
を
通

じ
、
あ
ら
ゆ
る
場
で
学
び
、
支
え

合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
教
育
委
員
会
で

は
以
下
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

基
本
方
針
１

基
本
方
針
１

 
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る

子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
と
力
と

 
健
や
か
な
精
神
の
育
成

健
や
か
な
精
神
の
育
成

　

日
本
国
憲
法
及
び
教
育
基
本
法

の
精
神
を
基
盤
と
し
、
人
権
尊
重

を
柱
と
す
る
町
田
市
子
ど
も
憲
章

の
趣
旨
を
生
か
し
て
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
、
将
来
の
職
業

や
生
活
を
見
通
し
て
社
会
の
中
で

自
立
的
に
生
き
る
力
や
生
涯
に
わ

た
っ
て
学
び
続
け
る
意
欲
、
健
や

か
な
精
神
や
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く

み
ま
す
。

◇

（
１
）
人
権
尊
重
の
精
神
と
男
女

平
等
の
意
識
、
平
和
を
愛
し
、
生

命
を
尊
び
、
自
然
を
大
切
に
す
る

２
０
０
８
年
度

町
田
市
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　

教
育
目
標
・
基
本
方
針

心
な
ど
を
は
ぐ
く
む
教
育
を
進
め

ま
す
。

（
２
）
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、

そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
郷
土

を
愛
す
る
と
と
も
に
、
公
共
の
精

神
、
社
会
貢
献
の
精
神
を
は
ぐ
く

む
教
育
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
異

文
化
理
解
を
基
盤
と
し
た
国
際
理

解
の
教
育
を
進
め
ま
す
。

（
３
）
障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢

者
な
ど
す
べ
て
の
人
が
社
会
の
一

員
と
し
て
、
明
る
く
平
等
に
活
動

で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
相
互
理

解
と
連
帯
感
を
は
ぐ
く
む
教
育
を

進
め
ま
す
。

（
４
）
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識

・
技
能
の
習
得
と
そ
れ
ら
の
活
用

を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
言
葉
を

大
切
に
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
、
確
か
な
学
力
と

豊
か
な
人
間
関
係
を
は
ぐ
く
む
教

育
を
進
め
ま
す
。

（
５
）
個
性
や
創
造
性
を
伸
ば

し
、
自
主
・
自
律
の
精
神
を
養
う

と
と
も
に
、
望
ま
し
い
勤
労
観
・

職
業
観
を
身
に
付
け
る
教
育
を
進

め
ま
す
。

基
本
方
針
２

基
本
方
針
２

 
学
校
の
教
育
力
の
向
上

学
校
の
教
育
力
の
向
上

　

様
々
な
教
育
課
題
に
対
応
し
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ
い

教
育
を
進
め
る
た
め
に
、
教
育
環

境
を
充
実
・
整
備
し
、
教
師
の
指

導
力
を
含
め
た
学
校
の
教
育
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

◇

（
１
）
指
導
力
や
様
々
な
教
育
課

題
に
対
応
す
る
力
を
高
め
る
た

め
、
教
師
が
研
修
す
る
機
会
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

（
２
）
学
校
が
自
校
の
教
育
目
標

の
実
現
に
向
け
て
、
学
習
指
導
要

領
に
則
っ
た
教
育
課
程
、
教
育
活

動
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

（
３
）
子
ど
も
一
人
一
人
の
理
解

状
況
や
学
習
内
容
の
定
着
状
況
に

応
じ
る
た
め
に
、
学
習
集
団
を
弾

力
的
に
編
成
し
、
複
数
の
教
師
に

よ
る
協
力
的
な
指
導
、
指
導
補
助

者
を
活
用
し
た
指
導
な
ど
、
学
校

の
指
導
体
制
の
充
実
を
進
め
ま

す
。

（
４
）
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
一

人
一
人
の
教
育
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
適
切
な
指
導
や
必
要
な
支
援

を
行
う
た
め
に
、
専
門
家
等
に
よ

る
助
言
や
支
援
者
に
よ
る
指
導
補

助
な
ど
を
通
し
て
、
各
校
の
特
別

支
援
教
育
を
進
め
ま
す
。

（
５
）
子
ど
も
た
ち
の
情
報
を
正

確
に
処
理
す
る
力
や
正
し
く
判
断

す
る
力
、
情
報
を
効
果
的
に
活
用

し
た
り
発
信
し
た
り
す
る
力
を
高

め
る
た
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
や
図
書
館
な
ど
を
活

用
し
た
授
業
が
で
き
る
環
境
の
充

実
・
整
備
に
努
め
ま
す
。

（
６
）
子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
安

全
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
学
校
施
設
や
教
育
環
境
の

充
実
・
整
備
に
努
め
ま
す
。

基
本
方
針
３

基
本
方
針
３

 
家
庭
、
地
域
、
学
校
が

家
庭
、
地
域
、
学
校
が

 
連
携
し
た

連
携
し
た
教
育
の
推
進

教
育
の
推
進

　

保
護
者
や
地
域
、
関
係
諸
機
関

と
学
校
と
が
連
携
し
た
健
全
育
成

な
ど
の
教
育
の
取
組
を
進
め
る
と

と
も
に
、
情
報
発
信
や
公
開
、
学

校
評
価
を
充
実
し
、
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◇

（
１
）
家
庭
教
育
の
重
要
性
を
踏

ま
え
、
家
庭
と
学
校
と
の
連
携
を

密
に
し
、
規
範
意
識
の
向
上
、
あ

い
さ
つ
や
食
事
な
ど
の
基
本
的
な

生
活
習
慣
、
家
庭
学
習
な
ど
の
習

慣
の
形
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

小
学
校
と
中
学
校
と
の
連
携
を
密

に
し
、
義
務
教
育
９
年
間
を
一
貫

し
た
理
念
・
計
画
の
も
と
で
、
効

果
的
に
指
導
す
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

（
２
）
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
学
校
の
全
教
職
員
が
関
係

諸
機
関
や
家
庭
・
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
、
非
行
・
問
題
行
動
の
防

止
、
犯
罪
被
害
の
未
然
防
止
に
努

め
ま
す
。

（
３
）
い
じ
め
に
関
す
る
問
題

は
、
す
べ
て
の
学
校
、
す
べ
て
の

学
級
に
あ
る
と
い
う
認
識
に
立

ち
、
家
庭
や
関
係
諸
機
関
と
学
校

と
の
連
携
を
密
に
す
る
と
と
も

に
、
不
登
校
な
ど
の
教
育
課
題
、

就
学
や
進
路
に
関
す
る
悩
み
な
ど

に
対
応
す
る
教
育
相
談
の
機
能
を

高
め
ま
す
。

（
４
）
学
校
が
充
実
し
た
教
育
活

動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
授
業
や
生
活
指
導
、
部
活

動
、
学
校
図
書
館
な
ど
へ
の
保
護

者
や
地
域
の
方
々
の
積
極
的
な
参

加
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

（
５
）
学
校
は
、
公
開
授
業
や
研

究
等
に
全
校
を
挙
げ
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
積
極
的
に
説
明
責
任

を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者

の
組
織
や
市
民
、
学
校
運
営
協
議

会
や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

と
連
携
し
た
「
開
か
れ
た
学
校
経

営
」
を
行
い
、
積
極
的
に
評
価
を

受
け
、
改
善
を
図
る
こ
と
で
信
頼

さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。基

本
方
針
４

基
本
方
針
４

 
生
涯
学
習
の
推
進

生
涯
学
習
の
推
進

　

市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
自
由
に
学
び
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指

し
、
学
習
の
場
や
機
会
の
充
実
、

環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

◇

（
１
）
市
民
が
学
習
活
動
の
幅
を

広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
講

座
、
講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
情

報
や
講
師
、
団
体
活
動
の
情
報
を

積
極
的
に
提
供
し
ま
す
。

（
２
）
市
民
が
誰
で
も
自
由
に
学

習
で
き
る
よ
う
、
図
書
館
で
は
図

書
や
そ
の
他
の
資
料
の
充
実
・
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
、
公
民

館
、
市
民
文
学
館
、
市
民
大
学
で

は
多
様
化
す
る
市
民
の
学
習
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
講
座
等
を
行
い
、
社

会
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

（
３
）
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
学
校
と
地
域
の
連

携
・
交
流
を
深
め
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

大
学
や
生
涯
学
習
事
業
を
行
っ
て

い
る
そ
の
他
の
機
関
と
の
連
携
を

図
り
ま
す
。

（
４
）
市
民
が
自
ら
の
学
習
成
果

を
地
域
等
様
々
な
場
で
発
揮
で
き

る
よ
う
支
援
し
、
学
校
が
地
域
の

拠
点
と
な
る
よ
う
、
校
庭
、
体
育

館
、
教
室
の
開
放
や
施
設
整
備
を

進
め
ま
す
。

（
５
）
市
内
の
貴
重
な
文
化
財
の

維
持
・
保
全
に
努
め
、
市
民
が
文

化
財
を
活
用
で
き
る
機
会
を
提
供

し
ま
す
。

（
６
）
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

関
す
る
計
画
及
び
「
子
ど
も
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
推
進
に
当
た
っ

て
、
学
校
、
図
書
館
等
の
教
育
機

関
を
中
心
に
積
極
的
に
参
画
し
ま

す
。

　

今
後
は
、
こ
の
教
育
目
標
・
基

本
方
針
に
沿
っ
て
、
教
育
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
具
体
的
な
施
策
・
事

業
の
計
画
的
な
実
施
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

2007年度　町田市教育委員会

児 童 生 徒 表 彰
町田市教育委員会では、様々な活動の場
において一生懸命努力している児童・生
徒を応援するため、その活躍や努力に対
し表彰を行っています。



（２）２００８．３．２１　（３） ２００８．３．２１　

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

２
０
０
８
年
度

　

２
０
０
８
年
度通

年
通
年
・・
前
期
前
期
講
座
受
講
生
募
集

講
座
受
講
生
募
集

　

募
集
案
内
の
冊
子
は
、
３
月　
１１

日
（
火
）
か
ら
、
市
役
所
、
森
野

分
庁
舎
、
各
図
書
館
、
各
市
民
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
市
の
主
な
施
設
で

配
布
し
て
い
ま
す
。
学
び
を
通
し

て
新
し
い
出
会
い
が
で
き
る
市
民

大
学
で
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◇

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
で
、
毎
回
出
席
可
能
（
特
別
な

事
情
を
除
く
）
な
方
。
「
環
境
に

や
さ
し
い
陶
芸
入
門
講
座
」
「
環

境
に
や
さ
し
い
電
動
ロ
ク
ロ
入
門

講
座
」
は
初
め
て
の
受
講
の
方
に

限
り
ま
す
。
ま
た
、
「
町
田
の
郷

土
史
Ⅰ
（
縄
文
か
ら
幕
末
ま
で
）」

講
座
は
、
応
募
者
多
数
の
場
合
、

初
め
て
受
講
さ
れ
る
方
を
優
先
し

ま
す
。

【
申
込
み
】
募
集
案
内
添
付
の

「
往
復
ハ
ガ
キ
」
を
使
用
す
る

か
、
ま
た
は
市
販
の
往
復
ハ
ガ
キ

に
希
望
す
る
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を

明
記
し
て
、
４
月
４
日
（
金
）
ま

で
（
必
着
）
に
ま
ち
だ
市
民
大
学

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
〒　

―
０
０
２
２
、

１９４

町
田
市
森
野
１
―　

―　

、
町
田

３３

１０

市
森
野
分
庁
舎
内
）
へ
郵
送
し
て

下
さ
い
。
な
お
、
返
信
用
ハ
ガ
キ

に
も
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
下
さ

い
。

※
申
込
み
は
、
全
講
座
の
中
か

ら
、
１
講
座
の
み
を
選
択
し
、
１

人
１
通
の
申
込
み
と
し
ま
す
。
重

複
し
た
講
座
の
申
込
み
及
び
受
講

は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
込
み

者
本
人
の
受
講
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

【
参
加
費
】
「
環
境
に
や
さ
し
い

陶
芸
入
門
講
座
」
「
環
境
に
や
さ

し
い
電
動
ロ
ク
ロ
入
門
講
座
」
は

１
万
５
千
円
、
「
ま
ち
だ
の
福

祉
」
と
「
町
田
の
環
境
・
参
加
体

験
講
座
」
は
１
０
０
０
円
、
そ
の

他
は
３
０
０
０
円
。

□問
 

ま
ち
だ
市
民
大
学

　

1
７
２
９
・
１
１
９
５

　

１
９
９
７
年
か
ら
約　

年
を
か

１０

け
て
編
集
作
業
を
し
て
き
た
『
武

相
自
由
民
権
史
料
集
』
を
、
こ
の

た
び
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
書
の
特
徴
と
し
て
次
の
よ
う

な
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

○
武
相
（
＝
現
在
の
神
奈
川
県
と

東
京
都
多
摩
地
域
を
あ
わ
せ
た
、

当
時
の
神
奈
川
県
）
と
い
う
広
範

囲
な
地
域
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

○
従
来
の
自
由
民
権
運
動
像
を
改

め
る
べ
く
、
当
時
の
多
様
な
価
値

観
や
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

○
幕
末
（
ペ
リ
ー
来
航
以
降
）
か

ら
明
治　

年
代
初
頭
ま
で
と
、
自

３０

由
民
権
運
動
が
盛
ん
だ
っ
た
明
治

　

年
代
の
前
後
の
時
期
に
も
力
を

１０入
れ
て
い
ま
す
。◇

【
概
要
】

第
一
編
（
第
一
巻
）　

地
域
指
導

層
の
幕
末
維
新
（
内
容
…
幕
末
・

維
新
期
の
地
域
指
導
層
の
活
動
や

思
想
）

第
二
編
（
第
二
巻
）　

立
憲
制
要

求
期
の
政
治
運
動
（
内
容
…
明
治

　

年
〜
明
治　

年
の
国
会
開
設
ま

１０

２３

で
の
政
治
運
動
）

第
三
編
（
第
三
巻
）　

国
会
開
設

後
の
政
治
運
動
（
内
容
…
国
会
開

設
後
〜
明
治　

年
代
初
頭
の
政
治

３０

運
動
）

第
四
編
（
第
四
・
五
巻
）　

地
域

指
導
層
の
諸
活
動
〔
上
・
下
〕

（
内
容
…
地
域
指
導
層
の
多
様
な

社
会
観
・
諸
活
動
）

第
五
編
（
第
六
巻
）　

民
衆
的
諸

運
動
の
世
界
（
内
容
…
幕
末
〜
明

治　

年
代
の
民
衆
の
運
動
）

２０
□
規
格　

Ｂ
５
判
並
製

　
　
　
　

６
分
冊
（
一
括
函
入
）

　
　
　
　

総
頁
数
約
２
６
０
０
頁

□
刊
行
部
数
：
６
０
０
セ
ッ
ト

□
頒
布
価
格
：
１
４
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

（
分
売
不
可
）

■
購
入
方
法
■

　

自
由
民
権
資
料
館
・
社
会
教
育

課
・
市
政
情
報
課
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

※
自
由
民
権
資
料
館
で
は
郵
送
販

売
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く

　

こ
と
ぶ
き
大
学
は
、
町
田
市
内

に
お
住
ま
い
の　

歳
以
上
の
方

６０

（
４
月
１
日
現
在
）
で
、
継
続
し

て
受
講
で
き
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
度
は　

コ
ー
ス
を

１０

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
受
講
料
は

無
料
で
す
が
、
コ
ー
ス
に
よ
り
材

料
費
・
交
通
費
等
の
自
己
負
担
が

あ
り
ま
す
。

※
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
４
月
１

日
の
「
広
報
ま
ち
だ
」
に
掲
載
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
申
込
み
方

法
等
の
詳
し
い
募
集
要
項
は
、
４

月
１
日
（
火
）
か
ら
市
役
所
、
森

野
分
庁
舎
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、

各
図
書
館
、
各
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
等
で
配
布
す
る
予
定
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
（
申
込
み

用
の
ハ
ガ
キ
が
入
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。
そ
の
際

は
、
切
手
を
必
ず
お
貼
り
下
さ

い
）
。

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

　

「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
係　

　

1
７
２
８
・
０
０
７
１

　

平
成　

年
９
月
か
ら
平
成　

年

１９

２０

２
月
ま
で
の
間
に
定
例
会
６
回
、

臨
時
会
３
回
が
開
催
さ
れ
、　

件
２５

の
議
案
を
審
議
し
、
７
件
の
協

議
、
１
件
の
請
願
、　

件
の
報
告

６０

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
議　

案
】

○
町
田
市
体
育
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
の
臨
時
専
決
処
理
に
関

し
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。

○
町
田
市
自
然
休
暇
村
条
例
施
行

規
則
を
廃
止
す
る
規
則
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。

○
２
０
０
８
年
度
町
田
市
教
育
委

員
会
教
育
目
標
及
び
基
本
方
針
に

つ
い
て
修
正
可
決
し
ま
し
た
。

○
体
育
指
導
委
員
の
設
置
に
関
す

る
規
則
等
を
廃
止
す
る
規
則
に
つ

い
て
可
決
し
ま
し
た
。

○
町
田
市
大
地
沢
青
少
年
セ
ン

タ
ー
条
例
施
行
規
則
及
び
町
田
市

青
少
年
施
設
ひ
な
た
村
条
例
施
行

規
則
を
廃
止
す
る
規
則
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。

【
請　

願
】

○
「
全
国
一
斉
学
力
テ
ス
ト
」
に

関
す
る
請
願
･
･
･
不
採
択

【
協
議
事
項
】

○
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
行
政
等
の
推

進
体
制
に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
の
２

及
び
第
１
８
０
条
の
７
の
規
定
に

基
づ
く
事
務
の
委
任
及
び
補
助
執

行
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

○
町
田
市
立
中
学
校
運
動
部
活
動

再
発
防
止
検
討
委
員
会
中
間
報
告

に
つ
い
て

２
０
０
８
年
度

２
０
０
８
年
度

「
こ
と
ぶ
き
大
学
募
集
案
内
に
つ
い
て

「
こ
と
ぶ
き
大
学
募
集
案
内
に
つ
い
て
」」

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
の
動
き
�

教
育
委
員
会
の
動
き
�９月～�
２月�

－ 生 涯 学 習 部 －

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
　本号でお知らせした事業内容や応募方法など詳し
くは、各事業担当課にお問い合わせ下さい。
　また、「広報まちだ」、町田市ホームページでも
随時お知らせする予定です。

　

本
日
の
新
聞
に
は
「
町

田
市
中
学
校
２
年
生
職
場

体
験
特
集
号
」
が
織
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

『
武
相
自
由
民
権
史
料
集
』

『
武
相
自
由
民
権
史
料
集
』

全
６
巻
を
刊
行
し
ま
し
た

全
６
巻
を
刊
行
し
ま
し
た

は
自
由
民
権
資
料
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

自
由
民
権
資
料
館

　

1
７
３
４
・
４
５
０
８

環境にやさしい
電動ロクロ入門講座

○時間：１３：３０～（２時間半程度）
○会場：「陶芸スタジオ」
　　　　町田市下小山田町４０１６番地
○講師：安諸一朗

テーマ日程・時間
開講
小鉢の制作４／１９（土）

片口の制作５／１０（土）

片口の高台削り５／１７（土）

茶碗の制作５／２４（土）

茶碗の高台削り５／３１（土）

自由制作６／７（土）

自由制作の削り６／１４（土）

茶碗と自由制作の釉
薬掛け（下絵付け）７／５（土）

茶碗と自由制作の窯
出し
閉講

７／１２（土）

環境にやさしい
陶芸入門講座

○時間：１３：３０～（２時間程度）
○会場：「陶芸スタジオ」
　　　　町田市下小山田町４０１６番地
○講師：森崎達郎

テーマ日程・時間
開講 
皿４／１６（水）

壷４／２３（水）

抹茶々碗（その１）５／１４（水）

抹茶々碗（その２）５／２１（水）

練り込み鉢５／２８（水）

電動ロクロ（その１）６／１１（水）

電動ロクロ（その２）６／１８（水）

自由制作６／２５（水）

窯出し 
鑑賞・講評 
閉講

７／２３（水）

「心と体の元気学」さあ、始めよう、楽しい健康づくり
○時間：９：３０～１１：３０○会場：町田市立総合体育館小体育室

講師・指導者テーマ・内容日　程
日本体育大学准教授 

野村一路レクリエーションスポーツ４／１９（土）

気功・太極拳指導者 
松矢好布やさしく楽しい気功・太極拳！４／２６（土）

心と体の元気学スタッフ健康ウォーキング（成瀬周辺）雨天時は
室内実施５／１０（土）

（財）日体スワロー理事 
村上千佳子家庭でできる簡単な筋トレとストレッチ ５／１７（土）

町田市リズム運動サークル 
代表　伊藤啓子リズム運動 ５／２４（土）

健康運動指導士 
佐藤健一

サクセスフルエイジング実現に向けて 
１００才になっても健康でいるために６／１４（土）

國學院大學名誉教授 
吉田健一スロートレーニング６／２１（土）

大和市阿波踊り 
笑星連阿波踊り① ６／２８（土）

大和市阿波踊り 
笑星連阿波踊り②７／５（土）

※総合体育館駐車場の利用料金は、有料です。 
※健康に不安のある方は、必ず医師に相談した上で本講座をお申込み下さい。 
〈持ち物〉
体育館内で履く運動靴・水分補給飲料・外履きを入れるためのビニール袋

1728ー 8220中中 央央 図図 書書 館館
対象・費用内　容日　程事業名
①小さい子向け 
②大きい子向け 
無料 

本や紙芝居等の読み聞かせ
４階、おはなしのへやにて開催

毎週水曜日 
（第１水曜日は除く） 
①１４：００～②１５：００～

おはなし会　

乳幼児と保護者
無料

手遊び、わらべうた、絵本の読み聞
かせ

毎月最終金曜日
①１０：３０～②１１：００～

おひざでだっこ
のおはなし会

無料

映画鑑賞 
先着順　　６階、ホールにて開催

毎月第１水曜日 
１５：００～

こども
えいがかい

映画鑑賞 
先着順　　６階、ホールにて開催

原則毎週金曜日 
１４：００～映画会

※おはなし会は〈さるびあ、鶴川、金森、木曽山崎、堺〉の各図書館でも行っています。 
※映画会（子ども向け）は〈木曽山崎、堺〉の図書館でも行っています。 
※以上のイベントは祝日にあたる場合行なわれないことがあります。また、日時は各図
書館で異なりますので直接お問い合わせ下さい。

1739ー 3420市市民民文文学学館館ここととばばららんんどど
対象・費用内　容日　程事業名

入場無料 
展示室

近・現代詩の史的流れを展望し、詩人
及び作品それぞれの特色を一挙に把握
する画期的試み。〈愛と別れ〉という
もっとも人間的なテーマを主軸にポエ
ジー（詩精神）の流れを紹介します。

４／１５（火）～６／８（日） 
１０：００～１７：００
（入室１６：３０） 
休館日　毎週月曜日
（月曜日が祝休日の場合は開館） 
毎月第２木曜日

企画展
「愛と別れのう
たーポエジーの
流れ」展 

遠藤周作・八木義徳・白洲正子など、
町田ゆかりの文学者を紹介します。

半常設展
「町田ゆかりの文学者」展

申込み不要 
各回定員６０名 
（先着順） 
無料 
大会議室

高校生俳句甲子園に挑戦する高校生の姿
を描く青春映画。 
俳句が新鮮で面白い！ 
監督：荻上直子（「かもめ食堂」「めが
ね」等）出演：関めぐみ、もたいまさこ

３月３０日（日） 
①１０：３０～１２：１５ 
②１４：００～１５：４５

映画会 
「恋は五・
七・五」

申込み不要 
無料 
大会議室 

町田ゆかりの文学作品や昔話、
詩、絵本など、“耳から聴く文
学”を楽しみます。 
語り手：まちだ語り手の会

毎月第３木曜日
１０：３０～１１：３０
（３月は第４木曜日） 
３／２７、４／１７、５／１５、６／１９

文学館でたの
しむおとなの
ためのおはな
し会

申込み不要 
保育（１歳以上１０名）のみ
事前申込み要（先着順） 
無料
文学サロン

落語から民話、文学作品まで大人
が楽しめる紙芝居の上演会です。 
上演：町田かみしばいサークル　
　　　ふわふわ座

第１金曜日 
４／４、６／６、７／４ 
１０：３０～１１：３０

保育付き上演会 
紙芝居・大人の
時間

申込み不要 
受付時間内に直接会場へ
お越し下さい。 
町田市在住０～１歳親子
無料
保育室

保育室で絵本やわらべ歌などを
通して、「ことば」を楽しむ活
動を行います。親子で楽しむ絵
本タイムもあります。

８月を除く第１・２・３火曜日 
１０：００～１１：４５ 
（受付９：５０～１０：００） 
＊１月・５月の第１火
曜日は除く

ちちん
ぷいぷい

３／２０より電話・窓口
にて申込み 
全回出席可能な方
定員小学生１２名（先着） 
無料
第６会議室他

七国山等、町田市内の自然の中
を歩きながら見たこと感じたこ
とを五・七・五の俳句にしてみ
ます。

３回講座
土曜日　 
①４／１９②５／１７③６／２１ 
９：３０～１２：３０

子ども
俳句教室

1728ー 0071ままちちだだ中中央央公公民民館館
対象・費用内　容日　程事業名

直接会場にお越
し下さい。
まちだ中央公民
館６階
学習室１・２

自主男女共生学級は、社会的・文化的につくられた性別
（ジェンダー）を超えていくために継続的なテーマで仲間と
共に学びあい、男女参画社会を実現するための公民館事業で
す。 
学級は、講師謝礼・保育など一定条件の中で自主的に運営さ
れます。 
２００８年度の募集は、１４学級です。 
開催要件等を説明いたしますので開設希望の方は出席が必要
です。

①３／２８（金）
②３／２９（土）
１０：００～

自主男女共生
学級 
２００８年度
　開設説明会

申込みは往復ハガキに
住所・氏名（２名まで
連記可）・電話番号を
明記（～３／３１締切）

ベートーヴェン　ソナタの夕べ４／１９（土） 
１８：３０～

サタデーコン
サート Vol.３９ 
「甲斐洋平ピア
ノリサイタル」

詳細は「広報まち
だ４月２１日号」に
掲載予定。

２００７年度に大学・大学院・専門学校を卒業した町田
市ゆかりの音楽家に演奏する機会と場を提供し新人
音楽家の育成を図ります。町田市における音楽文化
に息吹を与え、地域文化をより発展させます。

５／１７（土） 
１８：００～

サタデーコン
サート Vol.４０ 
「まちだフレ
シュコンサー
ト」

詳細は「広報まち
だ５月１日号」に
掲載予定。

日本伝統の楽器である和太鼓。本物に触れ・自分で
たたくことを通じて興味を持ってもらい、日本の伝
統文化を大切にする心を育てることを目的とします。

５／１８（日） 
１０：００～１６：００

和太鼓
１日体験講座

まちだ中央公民館
６Ｆ学習室１・２ 
詳細は「広報まち
だ５月１日号」に
掲載予定。

町田市では、大学と行政・地域との連携・交
流を深めることを目的とし「町田市学長懇談
会」を開催しています。公民館では、３回目
となる大学との共催による講座で、教育文
化・地域との交流の場を広げていきます。

①５／２４（土） 
②６／２８（土） 
③７／２６（土） 
１３：００～１５：００

町田市制５０周年
記念事業 
第３回東京女学
館大学共催講座 
テーマ「この世
紀を生きる」組織改正により、博物館・国際版画美術館・ひなた村・大地沢青少年センターは、４月１日から市長部局に移管されますので、

今後は「広報まちだ」をご覧下さい。

1734ー 4508自自 由由 民民 権権 資資 料料 館館
対象・費用内　容日　程事業名

入場無料
町田市域から発見された史料を中心
に、明治１０年代に多摩地域、広くは
旧神奈川県域で繰り広げられた自由
民権運動を紹介しています。

休館日（月曜日、月曜
日が祝休日の場合翌火
曜日）を除く全日

常設展「多摩
の民権／町田
の民権」

「人間関係学」－人間関係の多様性と向き合う－
○時間：１８：３０～２０：３０（例外あり）○会場：森野分庁舎４階会議室

講師・指導者テーマ・内容日　程
オリエンテーション
映画「こんばんは」鑑賞と自己紹介４／１８（金）

白梅学園大学副学長
汐見稔幸

現代社会と人間関係
多様で豊かな人間関係を求めて４／２５（金）

川崎医療福祉大学特任教授
佐々木正美

子どもの心
コミュニケーションへの希望を求めて５／２（金）

元夜間中学校専任教諭
見城慶和

学ぶ楽しさ素晴らしさ
夜間中学校の現場から５／９（金）

ＮＰＯ法人文化学習協同
ネットワーク代表

佐藤洋作
若者のコミュニケーション不安と欲求５／１６（金）

弁護士　　　　　中野麻美不安定化する労働事情５／３０（金）
千葉大学講師

関口久志
多様な性
百人いれば百通りの性と生６／６（金）

東洋英和女学院大学講師
星野澄子

現代の結婚事情
晩婚化・非婚化・少子化とのかかわりで６／１３（金）

作家　　　　　　佐江衆一私の文学生活あれこれ【公開講座】６／２０（金）

作家　　　　高見澤たか子長生き社会の人間関係学
家族・友人・地域とよりよい関係を結ぶために６／２７（金）

町田市子ども生活部職員
ＮＰＯ法人東京養育家庭の会

落合光美

地域で育てる
町田市の子育て支援システムと市民の取り組みの事例７／４（金）

フリーライター　　青木悦本当の人間関係とは？７／１１（金）
※オプションとして世田谷区立三宿中学校夜間学級の見学会を行う予定です。

「町田の環境・参加体験講座」ここからはじめるボランティア
○会場：初回・最終回は森野分庁舎４階会議室／その他は各回異なります。

会場・実施場所テーマ・内容・指導団体日　程

森野分庁舎４階会議室
オリエンテーション・自己紹介
基調講義「ここからはじめる環境ボランティア」
講師：和光大学准教授　堂前雅史

５／１０（土）１８：００～２０：３０

恩田川高瀬橋付近（高ケ坂）恩田川水辺調査と環境改善（環境市民活動への参加）
指導団体：恩田川の会・鶴見川源流ＨＡＴＳ同窓会５／１８（日）１４：００～１６：００

町田市内
バスツアー（町田の環境を考えるポイント巡り）
－鶴見川源流泉のひろば～城山展望台～大地沢～中島牧場～東京みる
く工房ピュア～忠生公園－

５／２５（日）８：３０～１６：３０

杣ヶ谷緑地（三輪）緑地管理作業の体験（環境市民活動への参加）
指導団体：三輪みどりの会６／１（日）９：３０～１２：００

真光寺川開戸親水附近（能ケ谷）真光寺川開戸親水附近の環境調査（環境市民活動への参加）
指導団体：エコネット町田　真光寺川部会６／８（日）９：３０～１２：００

町田駅周辺地区（原町田）「ポイ捨てパトロール」への参加（「美化推進指導員」活動の体験）
講師：町田ポイ捨て防止推進委員６／１４（土）１０：００～１２：００

鶴見川源源流（上小山田）鶴見川源流の雑木林再生・管理（市民環境活動への参加）
指導団体：ＮＰＯ法人　鶴見川源流ネットワーク６／２２（日）１３：００～１５：００

町田リサイクル文化センター
（下小山田町）

町田リサイクル文化センターの見学
（町田市のごみ処理の現状を知る）
講師：町田市環境資源部職員

６／２８（土）９：３０～１２：００

成瀬クリーンセンター（南成瀬）成瀬クリーンセンターの見学（町田市の下水処理の現状を知る）
講師：町田市上下水道部職員７／５（土）９：３０～１２：００

金森峯山緑地（金森）金森峯山緑地における雑木林の管理（環境市民活動への参加）
指導団体：みどりのＨＡＴＳ７／１３（日）１０：００～１２：００

森野分庁舎４階会議室最終回（学習のまとめ）学習の成果や感想、今後の活動等を語り合う
講師：和光大学准教授　堂前雅史７／２６（土）１８：００～２０：３０

多摩丘陵の自然入門
○時間：室内・野外とも１０：００～（例外あり）○会場：初回・最終回は森野分庁舎４階会議室／その他は各回異なります。

講師・指導者テーマ・フィールド日　程
町田市文化財保護審議会委員

内野秀重
オリエンテーション
講義「野外観察入門～自然発見の楽しみ～」　　　　　　　森野分庁舎４階会議室４／２０（日）

町田かたかごの森を守る会
柴田規夫

自然保護の考え方と実施活動について
～かたくりの保護管理について～　　　　　　　　　町田かたかごの森・横峰谷戸５／１１（日）

成瀬の自然を守る会
塚本誠子、高橋多枝子

町田・横浜の市境に残る尾根緑地の保全
～市民がかかわる地域の自然～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成瀬尾根５／２５（日）

野津田・雑木林の会　　スタッフ一同原っぱの時間～野津田公園の里山環境を体験する～　　　　　　　　　野津田公園６／１（日）
町田の尾根・谷戸に親しむ会

会員一同
湧水・自然環境をいかし、自然観察を目的とした公園の観察と虫こぶの調査　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忠生公園６／２９（日）

現地見学「京浜河川事務所遊水地管理センターの見学とグループディスカッション」　　　　ＪＲ横浜線小机駅９：４０集合７／１３（日）
多摩丘陵の自然をまもる市民の会

粟飯原一郎
境川源流域の水生生物の観察をとおして自然環境を考える　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大地沢青少年センター周辺９／７（日）

恩田川の会　　　　　　　　深見幹朗恩田川流域の生きもののにぎわいにふれる芹ヶ谷公園
～高瀬橋の親水広場～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高ヶ坂松葉調整池９／２１（日）

鶴川自然友の会　　　　　　　中野進小野路地域での自然観察と保全地域の管理の方法について　　　　　　小野路地域１０／１９（日）
鶴見川源流自然の会　　　　　岸由二鶴見川源流・泉のひろばの自然回復を学ぶ　　　　　　　　鶴見川源流泉のひろば１０／２６（日）
かしの木山自然公園愛護会樹木野草
部・昆虫部・野鳥部・工作部の部員一
同

自然に触れ、自然の仕組みを学ぶ～愛護会の自然維持活動について～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かしの木山自然公園１１／９（日）

梅木窪の会　　　　　　　　西池淳一多摩丘陵・谷戸山の自然にふれる　　　　　　　　　　　　　　　都立小山田緑地１１／２３（日）

慶應義塾大学教授　　　　　　岸由二
閉校式
講義「足元の自然とどのようにつきあってゆくか」グループディスカッション　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森野分庁舎４階会議室

１２／７（日）

※野外学習は、天候や指導団体の都合等により開始・終了時間、内容等が変わることがあります。
※野外学習は、休憩を挟みますが高低差のある２～５㎞を歩きますので、健康面を十分考慮の上ご参加下さい。

障がい者福祉施設（時間：９：００～１２：００　例外あり）
②大賀藕絲館コース①花の郷コース

施設概要説明・施設見学、糸より体験６／９（月）施設の概要説明、見学６／３（火）

紅花収穫（畑作業）・紅花染料づくり６／２３（月）「みらい」（更生施設）にて　利用者と共に朗読と読み聞かせ６／１７（火）

製品づくり「紅花染体験」７／１４（月）「であい」（授産施設）にて　利用者と共に園芸作業７／１（火）

製品づくり「うさぎのお手玉」７／２８（月）「みらい」にて　利用者と共に調理（カップケーキ）７／１５（火）

蓮田での蓮の刈りとり（田んぼ作業）９／８（月）「であい」にて　利用者と共にクッキーづくり９／２（火）

蓮の繊維とり、修了生先輩ボランティアとの交流９／２２（月）「みらい」にて　利用者と共にムーブメント（エアト
ランポリンを使って）１０／７（火）

製品づくり「わらべ人形」１０／６（月）「であい」にて　利用者と共に草木染め作業１０／２１（火）
製品づくり「蓮繊維糸より」
施設実習を終えての反省会・質問会１０／２０（月）「みらい」にて　利用者と共に音楽活動。修了生先輩

ボランティアとの交流１１／４（火）
※製品づくりは別途費用がかかります。

高齢者福祉施設（時間：③１３：３０～１６：３０④１３：００～１６：００　例外あり）
④悠々園コース③清風園コース

施設概要説明（見学）６／６（金）清風園にて　施設の概要説明（見学）、高齢者疑似体験６／１０（火）

「高齢者・障がい者の理解」、車イス体験・シニア体験６／２０（金）清風園にて　認知症についての理解、救命救急訓練６／２４（火）

軽作業を通して利用者と交流、夏祭りの打ち合わせ７／１１（金）第二清風園にて　施設概要説明（見学）昼食体験（別途費用５００円）７／８（火）

夏祭り参加、利用者・地域の方との交流７／２６（土）第二清風園にて　ボランティア体験７／２２（火）

体験学習　「シーツ交換」「車イス清掃」など９／５（金）清風園にて　清風祭９／１４（日）

修了生先輩ボランティアとの交流、パワーリハビリ勉強会９／１９（金）第二清風園にて　外出援助、利用者との交流９／３０（火）

風船バレーボール大会参加（予定）１０／３（金）清風園にて　ボランティア交流会（修了生の交流）１０／１４（火）

デイサービス利用者との交流１０／１７（金）清風園にて　外出援助、利用者との交流１０／２８（火）

ま　ち　だ　の　福　祉　
全コース共通プログラム　○会場：合同講義　森野分庁舎

合同講義４【公開講座】「町田の地域福祉と住民参加」 
桜美林大学教授、元町田市地域福祉活動計画策定委員長　　　茂木俊彦 
東洋大学大学院講師、町田市障害程度区分認定審査会委員　　井上光晴

１１／８（土）
１４：００～１６：３０

開講式・合同講義１「町田の福祉
のこれまでとこれから」
講師：町田市地域福祉部長

４／２６（土）
１４：００～１６：３０

福祉活動見学　ケアセンター成
瀬・介護支援アクティブ、福音の
家 

福祉活動見学　 
共働学舎、障がい者青年学級、コ
メット

１１月

合同講義２【公開講座】
「町田の在宅生活を支える高齢者福祉の今！」 
シンポジスト　 
・まちだケアセンターデイサービス鶴川所長　　　　　　　　鶴田尚子
・サンシルバー町田相談副部長　　　　　　　　　　　　　　鈴木一典
・高齢者グループホーム光の園町田施設長　　　　　　　　　菅原一憲
・第二清風園生活相談課長　　　　　　　　　　　　　　　　宮重千雅
コーディネーター
・町田市社会福祉協議会在宅支援担当主幹　　　　　　　　　西潟正明

５／１０（土）
１３：３０～１６：３０

合同体験発表会・閉講式
助言者：プログラム委員

１２／６（土） 
１３：３０～１６：３０

合同講義３【公開講座】「障がい者を理解し共に生きる」
講師：國學院大學教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　柴田保之

５／３１（土） 
１４：００～１６：００

現代国際政治の課題－Ｇ８サミットを機会に考える－
○時間：火曜日１９：００～２１：００（第１回のみ１８：４５～２１：００）○会場：森野分庁舎４階会議室

講師・指導者テーマ・内容日　程
Ｇ８サミットＮＧＯフォーラム副代表　国際協力ＮＧ
Ｏセンター理事長　恵泉女学園大学教授　　大橋正明

オリエンテーション
市民はＧ８洞爺湖サミットに何を求めるのか４／１５（火）

映像作家　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木敏明映像作品「バイオ燃料」（３０分）を読み解く４／２２（火）
Ｇ８サミットＮＧＯフォーラム環境ユニット代表
環境エネルギー政策研究所　　　　　　　　大林ミカ持続可能な社会に向けて－気候変動とエネルギー問題－５／１３（火）

成蹊大学教授　　　　　　　　　　　　　　遠藤誠治グローバルな意志決定メカニズムとしてのＧ８サミットと国連５／２０（火）

一橋大学大学院教授　　　　　　　　　　　伊藤るりケアのグローバル化を考える
－Ｇ８の議題にならない南北格差？－５／２７（火）

「環境・持続社会」研究センター理事　　佐久間智子世界の水と食料の問題を考える６／３（火）

ＴＩＣＡＤ市民社会フォーラム副代表　東京外国語大
学准教授　　　　　　　　　　舩田クラーセンさやか

アフリカの課題
第４回ＴＩＣＡＤ（アフリカ開発会議）でアフリカと日本の市民社
会は何を訴えたか

６／１０（火）

アフリカ日本協議会国際保健ディレクター　稲場雅紀人権としての基礎保健
その実現のために市民社会はどう動いているか６／１７（火）

成蹊大学教授　　　　　　　　　　　　　　遠藤誠治「テロに対する戦争」の迷走と現代の紛争７／１（火）
日本経済新聞社　論説副委員長　　　　　　　泉宣道台頭する中国を含めたアジアとＧ８との連携７／８（火）
日本国際ボランティアセンター（ＪＶＣ）特別顧問
２００８年Ｇ８サミットＮＧＯフォーラム代表　星野昌子

検証　洞爺湖サミットにおけるＮＧＯの活動
世界市民社会との連携・その成果と課題７／２２（火）

「町田の郷土史Ⅰ」縄文から幕末まで
○時間：１８：３０～２０：３０（例外あり）○会場：森野分庁舎４階会議室

講師・指導者テーマ・内容日　程

小島資料館館長　　　　　　　　　　　　　小島政孝
オリエンテーション・自己紹介
基調講義
「町田市はどんなまちか？－鎌倉時代から幕末へ」【公開講座】

４／１７（木）

町田市生涯学習課文化財係主任　（学芸員）川口正幸地中の文化財を掘る①－縄文時代のくらし－４／２４（木）
町田市生涯学習課文化財係主任　（学芸員）川口正幸地中の文化財を掘る②－縄文・弥生時代のくらし－５／１（木）
町田市生涯学習課文化財係主任　（学芸員）川口正幸
元まちだ史考会会長　　　　　　　　　　　金井和夫

【バス見学】「目で確かめる町田の歴史」
－田端環状積石遺構ほか－

５／１１（日）
８：３０～１７：００

町田地方史研究会会員　　　　　　　　　　飯田俊郎古代の町田－流れ込む文化と生産－５／２２（木）
元まちだ史考会会長　　　　　　　　　　　金井和夫鎌倉・室町時代の町田－小山田氏の興亡と農民の諸相－５／２９（木）
町田地方史研究会会員ほか
　　　　　飯田俊郎、小島政孝、金井和夫、川口正幸受講生同士の郷土史フリートーク６／５（木）

町田市文化財保護審議会委員　　　　　　　井上恭一戦国時代の町田－古記録を通してみる人々のくらし－６／１２（木）

法政大学非常勤講師　　　　　　　　　　　岩橋清美江戸時代の町田の農民－生活と暮らしぶり－６／１９（木）
１９：００～２１：００

町田地方史研究会会員　　　　　　　　　　飯田俊郎江戸時代の村の女性－小島日記に描かれた女たち－６／２６（木）

小山まほろば会会長　　　　　　　　　　　内田征一江戸後期の村のくらし－小山村、「玉利軒日記」を中心として中世
から近世における一寒村の開発状況－７／３（木）

小島資料館館長　　　　　　　　　　　　　小島政孝幕末動乱の中の町田－黒船来航・新選組－
閉講式

７／１０（木）
１８：３０～２０：４５
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大会成大会成績績
発表発表

「
町
田
市
小
中
一
貫
教
育
モ

デ
ル
校
報
告
会
」
の
開
催

町
田
市
版
道
徳
副
読
本
の

全
児
童
・
生
徒
へ
の
配
布

「
町
田
っ
子
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

の
４
つ
の
柱

　

町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市

立
全
小
・
中
学
校
を
本
市
独
自
の

重
点
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
つ
な
げ
る

全
市
型
の
小
中
一
貫
「
町
田
っ
子

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
、
地
域
ご
と

に
課
題
を
明
確
化
し
、
共
有
し
な

が
ら
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
小
・

中
学
校
が
連
携
し
て
指
導
を
図
る

地
域
型
の
「
小
中
一
貫
指
導
推
進

校
」
の
二
つ
の
取
り
組
み
を
軸
と

し
た
「
小
中
一
貫
教
育
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、
こ
れ
ま
で
様
々

な
場
面
で
小
・
中
学
校
の
連
携
を

密
に
し
た
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
学
習
指
導
面
で
は
教
科
ご
と

の
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と

発
展
に
加
え
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
効
果
的
・
効
率
的
な
指
導
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
生

活
指
導
面
で
は
非
行
・
問
題
行
動

の
対
策
や
心
の
教
育
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
小
・
中
学
校

の
教
職
員
が
共
通
理
解
を
図
り
な

が
ら
、
一
貫
性
の
あ
る
指
導
方
針

や
指
導
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
受
け
、
教

育
委
員
会
で
は
「
町
田
っ
子
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
を
作
成
し
、
規
範
教

育
、
英
語
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
、
食
育
の
４
つ
の
領
域
を
通
じ

て
、
規
範
意
識
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
な
が
ら
、
働

く
こ
と
や
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を

実
感
し
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、

町
田
市
の
小
中
一
貫
教
育

町
田
市
の
小
中
一
貫
教
育

〜
２
０
０
８
年
度
か
ら
本
格
実
施
〜

〜
２
０
０
８
年
度
か
ら
本
格
実
施
〜

進
ん
で
社
会
に
関
わ
ろ
う
と
す
る

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
「
小
中
一
貫
指
導
推

進
校
」
を
指
定
し
、
地
域
や
学
校

の
実
態
・
実
情
に
応
じ
た
小
中
一

貫
指
導
計
画
を
作
成
し
て
実
際
的

な
小
中
連
携
策
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

①
規
範
教
育

　

社
会
の
ル
ー
ル
や
常
識
等
を
教

え
、
正
し
い
判
断
や
行
動
に
基
づ

く
社
会
参
加
が
で
き
る
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
、
道
徳
と
特
別
活
動
を
中
心
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
法
教
育

や
情
報
モ
ラ
ル
、
伝
統
文
化
等
も

内
容
に
取
り
込
み
、
あ
い
さ
つ
運

動
や
い
じ
め
防
止
等
、
全
市
的
な

強
化
月
間
を
設
定
す
る
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。

②
キ
ャ
リ
ア
教
育

　

職
場
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
等
の
社
会
体
験
、
職
業
や
進
路

に
つ
い
て
の
調
べ
学
習
等
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
が
望
ま
し
い
勤

労
観
、
職
業
観
、
社
会
の
一
員
と

し
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
培

う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
や
特
別
活
動
を

中
心
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
英
語
教
育

　

小
学
校
で
は
、
国
際
感
覚
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
文
化

理
解
を
高
め
、
深
め
る
こ
と
を
ね

ら
い
に
、
担
任
教
諭
と
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
補
助
者
）
と
の
テ

ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
中
心
に

進
め
る
英
語
活
動
を
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
で
は
、
小
学
校
の
英
語
活

動
を
効
果
的
に
つ
な
げ
る
外
国
語

（
英
語
）
の
指
導
を
工
夫
し
ま

す
。

④
食
育

　

食
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
正
し

い
知
識
を
持
っ
て
規
則
正
し
い
食

生
活
を
送
り
、
心
身
と
も
に
健
康

で
人
間
性
豊
か
な
児
童
・
生
徒
を

育
て
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、

マ
ナ
ー
、
食
文
化
、
健
康
の
３
つ

の
内
容
に
つ
い
て
、
各
教
科
や
特

別
活
動
を
中
心
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

を
確
立
す
る
た
め
、
早
寝
早
起
き

朝
ご
は
ん
等
、
家
庭
と
連
携
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
田
市
版
「
小
中
一
貫
教
育
」

　

教
育
委
員
会
で
は
、
各
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
作
成
に
あ
た
り
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
作
成
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
「
あ
い
さ
つ
・
言
葉
遣
い

や
生
命
尊
重
、
公
共
の
マ
ナ
ー
と

エ
チ
ケ
ッ
ト
」
を
身
に
付
け
る
こ

と
や
「
勤
労
や
社
会
へ
の
奉
仕
、

公
共
の
福
祉
」
、
「
感
謝
」
の
心

を
養
う
こ
と
等
、
子
ど
も
た
ち
の

心
の
教
育
に
重
点
を
置
く
教
育
の

重
要
性
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
指
導
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
る
の
は
、

道
徳
の
時
間
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本

市
独
自
の
道
徳
副

読
本
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の

町
田
市
版
道
徳
副
読
本
を
全
児
童

・
生
徒
に
配
布
し
、
指
導
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

地
域
や
学
校
の
実
態
・
実
情
に

応
じ
た
特
色
の
あ
る
一
貫
教
育
を

推
進
す
る
た
め
に
、
小
中
一
貫
指

導
計
画
を
作
成
し
、
学
習
指
導
や

生
活
指
導
等
に
お
い
て
小
･
中
学

校
が
共
通
し
て
抱
え
る
課
題
を
改

善
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
度
は
、
南
大
谷
小

学
校
と
南
大
谷
中
学
校
を
新
た
に

モ
デ
ル
校
に
加
え
、
指
導
の
重
点

の
共
有
や
合
同
研
修
会
・
授
業
交

換
等
を
通
じ
た
教
員
交
流
、
時
間

割
編
成
の
工
夫
に
よ
っ
て
小
中
合

同
の
教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
型
の
小
中
一
貫
指
導
推
進
校

　

教
育
委
員
会
で
は
、
２
月　

日
１４

（
木
）
に
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
て
小
中
一
貫
町
田
っ
子
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
作
成
委
員
、
市
内
各
小
・

中
学
校
の
関
係
者
を
対
象
と
し
た

「
町
田
市
小
中
一
貫
教
育
モ
デ
ル

校
報
告
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
同
報
告
会
で
は
、
２
０
０
７

年
度
の
モ
デ
ル
校　

校
か
ら
、
小

１４

中
一
貫
教
育
の
先
駆
け
と
な
る
一

年
間
の
試
行
的
な
実
践
事
例
の
紹

介
や
、
地
域
や
学
校
の
実
態
・
実

情
に
応
じ
た
取
り
組
み
の
成
果
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
協
力
の
お
願
い

　

小
中
一
貫
教
育
は
、
学
校
の
み

で
進
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
り
家
庭
で
実
践
す
る
こ
と

や
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

っ
て
進
め
て
い
く
活
動
が
多
々
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
で
は
小
学
３
年
生
は
農
家
で
の

生
産
体
験
や
商
店
街
で
の
販
売
体

験
、
お
店
体
験
等
を
、
小
学
４
年

生
は
地
域
の
町
内
会
、
自
治
会
な

ど
と
協
力
し
て
、
地
域
に
あ
る
公

園
等
の
清
掃
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
、
各
学
校
の
取
り
組
み
に

あ
た
っ
て
は
、
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

町
田
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
学
習
や
地
域
活
動
等
の
活
動
の

場
と
し
て
、
開
放
区
画
の
あ
る
学

校
の
特
別
教
室
を
開
放
し
て
い
ま

す
。

◇

○
利
用
で
き
る
学
校

　

本
町
田
小
学
校
、
木
曽
境
川
小

学
校
、
小
山
ヶ
丘
小
学

校
、
鶴
川
中
学
校

○
利
用
で
き
る
日

　

平
日
は
午
後
６
時　
３０

分
か
ら
午
後
９
時
ま

で
、
土
日
祝
日
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
（
水
曜
日
及
び
年
末

年
始
は
除
き
ま
す
。
）

○
団
体
登
録

　

ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
団
体

登
録
が
必
要
で
す
。
利
用
で
き
る

団
体
は
、
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ

り
、
代
表
者
が
市
内
在
住　

歳
以

２０

上
の
方
で
、
５
人
以
上
で
構
成
さ

れ
る
団
体
（
半
数
以
上
が
市
内
在

住
又
は
在
勤
、
在
学
で
あ
る
こ

と
。
）
で
す
。
ご
希
望
の
団
体

は
、
団
体
構
成
員
名
簿
を
ご
用
意

の
上
、
社
会
教
育
課
で
登
録
し
て

下
さ
い
。
活
動
内
容
に
よ
っ
て

は
、
学
校
施
設
の
た
め
ご
利
用
で

き
な
い
場
合
も
有
り
ま
す
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

○
利
用
申
請

　

ご
利
用
に
な
る
各
開
放
校
の
管

理
人
室
に
お
い
て
毎
月
第
一
土
曜

日
、
午
後
１
時
か
ら
２
時
の
間
に

翌
月
分
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

利
用
希
望
日
が
重
複
す
る
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

○
空
き
状
況
で
の
利
用
申
込
み

　

平
日
は
午
後
６
時　

分
か
ら
午

３０

後
７
時　

分
ま
で
、
土
日
祝
日
は

３０

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で
の
受
付

と
な
り
ま
す
。
同
時
申
込
み
で
重

複
し
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
利
用
日
の
７
日
前
ま

で
に
申
込
み
が
必
要
で
す
。

□問
 

社
会
教
育
課

　

1
７
２
４
・
２
１
８
１

　

中
学
校
の
部
活
動
は
、
学
校
教

育
の
一
環
と
し
て
、
「
興
味
・
関

心
の
追
求
に
よ
る
個
性
の
発
見
と

伸
長
」
や
「
公
正
心
、
責
任
感
、

規
範
意
識
、
マ
ナ
ー
等
秩
序
あ
る

態
度
の
育
成
」
等
、
生
徒
の
健
全

育
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
市
立
中
学
校
で
は　

種
７０

目
、
約
３
０
０
の
部
活
動
を
運
営

し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
仲

間
と
の
交
流
を
深
め
、
豊
か
な
人

間
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
毎
日
の

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
今
年
度
の
大
会
成
績
を

お
知
ら
せ
し
、
今
後
の
更
な
る
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

町
田
市
立
中
学
校
の
生
徒
た
ち

は
、
各
種
大
会
に
お
い
て
素
晴
ら

し
い
成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。

開放している特別教室
多目的室
ランチルーム

本 町 田
小 学 校

多目的室
理 科 室
図 工 室
音楽教室
家庭科室
ランチルーム

木曽境川
小 学 校

会 議 室
理 科 室
図 工 室
音 楽 室　２室
家庭科室

小山ヶ丘
小 学 校

小ホール
ミーティングルーム
技 術 室　２室
家庭科室　２室

鶴川中学校

成績大会名部活動名学校名

男子団体優勝東京都総合
体 育 大 会テ ニ ス 部町田第一中学校

女子団体戦１６位関 東 大 会
テ ニ ス 部町田第三中学校 男子ダブルス優勝、第３位、第８位全 国 大 会 男子団体戦第１６位

砲丸投げ第７位関 東 大 会陸 上 部
南大谷中学校 男子９０㎏超級準優勝全 国 大 会柔 道 部

男子１００ｍ予選第４位

関 東 大 会

陸 上 部

南 中 学 校
１回戦女 子

ハンドボール部
男子シングルス１回戦テ ニ ス 部
男子２００ｍ個人メドレー予選第１６位水 泳 部 女子２００ｍ平泳ぎ第６位
男子２００ｍバタフライ第２４位

全 国 大 会水 泳 部つくし野中学校 ４００ｍ個人メドレー第２５位
女子２００ｍ背泳第２１位
女子２００ｍ自由形第１１位関 東 大 会水 泳 部南成瀬中学校 女子４００ｍ自由形第１５位
総合第９位、種目別（ボール）第７位全 国 大 会新 体 操 部鶴 川 中 学 校

優秀賞東日本大会合 唱 部 ・
有 志 合 唱鶴川第二中学校

女子１００ｍ、２００ｍ背泳出場関 東 大 会水 泳 部薬 師 中 学 校 女子１００ｍ背泳予選第４７位全 国 大 会
男子２００ｍ平泳ぎ出場全 国 大 会水 泳 部金 井 中 学 校 女子１００ｍ×４メドレーリレー出場
男子１００ｍ背泳第１８位関 東 大 会水 泳 部山 崎 中 学 校 男子２００ｍ背泳第１１位
男子１００ｍバタフライ第２位関 東 大 会水 泳 部木 曽 中 学 校
男子１００ｍ予選第４位全 国 大 会陸 上 部小山田中学校

●町田っ子カリキュラムモデル校
山崎小学校、南成瀬中学校規 範 教 育
小川小学校、町田第二中学校キ ャ リ ア 教 育
南大谷小学校、小山田南小学校
本町田中学校英 語 教 育

本町田小学校、鶴川第二小学校
南大谷中学校食 育

●地域型一貫教育モデル校
木曽境川小学校 － 木曽中学校
大 戸 小 学 校 － 武蔵岡中学校

２００７年度

２００８年度
●町田っ子カリキュラム

全 校 実 施
●地域型一貫教育モデル校

南大谷小学校 － 南大谷中学校
木曽境川小学校 － 木曽中学校
大 戸 小 学 校 － 武蔵岡中学校

学学校の校の

開放のお知らせ開放のお知らせ
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

▲

町
田
市
小
中
一
貫
教
育
モ
デ
ル
校

報
告
会

▲

鶴
川
中
学
校
（
小
ホ
ー
ル
）


